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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

うちのねこちゃん
松谷みよ子あかちゃんのわらべうた

松谷　みよ子∥著
小沢　良吉∥画

偕成社 Ｓエホン
うちのねこちゃんはおしゃれずき。おしろいつけてべにつけて、おつかいにいきました。けれども、うちのねこちゃんはおつかいのことなどすっかりわすれて、あそびをさそいにやってきたとらねこといっしょ

にのはらにいってしまいました。そのうち、つきものぼってきて、２
に

ひきはならんでつきをながめていましたよ。

にゃんきっちゃん
岩合　日出子／文
岩合　光昭／写真

福音館書店 489.5
にゃんきっちゃんはまっしろいねこ。おそとでひなたぼっこをしたり、ちかくにやってきたカエルをながめるのがだいすき。よこになっているときはのんびりしているけれど、ねてばかりじゃないんだ。かれ

はにうもれてかくれんぼ、ゆきのふるなかおさんぽにだっていくよ。だんだんさむくなってきた。そろそろおうちのなかにはいるじかんだよ。

ねこくんいちばでケーキをかった
ロシアのわらべうた

ユーリー・ワスネツォフ∥著
たなか  ともこ∥編訳  岩波書店 エホン 赤

あか

ちゃんによく歌
うた

われるわらべうた。「ねこくんいちばでケーキをかった」はロシアのわらべうたで、この本
ほん

ではわくわくするうたがたくさんのっています。ねこ、うま、ことりなど、みなさんのよくしって

いるどうぶつがいろいろでてきます。美
うつく

しいイラストが楽
たの

しい気分
きぶん

にさせてくれます。もしかしたら、あなたの知
し

っているうたものっているかもしれませんね。

なまえのないねこ
竹下  文子∥著
町田  尚子∥画 小峰書店 エホン

ぼくは、ねこ。くつやのねこは「レオ」、ほんやのねこは「げんた」。まちのねこたちにはみんななまえがあるのに、ぼくは「ねこ」のまま。いいな、なまえほしいな。ぼくはなまえをさがすことにした。か
んばん、やじるし、くるま、どれもちがう。ほんじつとくばい、もっとちがう。そして、あまやどりをしていたそのとき、ぼくをよんでくれるひとにであったんだ。

いぬねこせかい地図絵本 高井　ジロル∥編著 カンゼン 645
いぬ、ねこはすきですか？ひとくちにいぬやねこといっても、かわいい、おおきい、けがながいなど、しゅるいによってとくちょうがぜんぜんちがいます。このほんでは、せかいじゅうのいろんなしゅるいのい

ぬやねこがとうじょうします。だいすきなあのこはなんというしゅるいかな？しらべていぬねこはかせになってみましょう。

わたしねこがかいたいの
ミシェル・ロビンソン∥著
チンルン・リー∥画
三原  泉∥訳

岩崎書店 エホン じぶんのねこがほしいおんなのこのところに、おばあちゃんのねこのヘクターがたくさんのおともだちをつれてやってきました。おんなのこはいちにちじゅう、ねこたちをだっこしたり、なでたりしてあそび
ました。ところが、ねこたちにはかいぬしがいて、もとのおうちにかえりましたが、1ぴきだけのこったねこがいました。そのねこは、おんなのこのへやにあるひきだしの中に入ってでてきません。

でるでるでるぞねこさらい
高谷  まちこ∥著

佼成出版社 エホン ねこのマツは、ばけものやしきにすんでいる。マツはたくさんのばけものとなかよしだ。ところがあるばん、くろいくもがやってきて、マツがさらわれてしまった。ばけものたちがくろいくもをおいかける
と、あるおやしきにはいっていく。ネズひめというわるもののおやしきだ。マツをたすけるため、ばけものたちはちからをあわせる。

ニニ、まいごになる
アニタ・ローベル∥著
まつかわ  まゆみ∥訳 評論社 エホン おうちのなかはニニにとって、いごこちのいいばしょでした。あるひ、ニニはにわにでてみました。たのしくてどんどんとおくへあるいていくと、とうとうもりまできてしまいました。ひがくれると、ニニは

きけんをかんじておうちにかえりたくなりました。そのとき、とおくのほうから、ニニをよぶだいすきなこえがきこえました。シリーズに、「ニニのゆめのたび」もあります。

とねりこ通り三丁目
ねこのこふじさん

山本  和子∥著
石川  えりこ∥画

アリス館 ９－０ 西洋館
せいようかん

に住
す

んでいるこふじさんのおばあちゃんは、一年
いちねん

かけて世界中
せかいじゅう

を旅
たび

することにしました。でも、西洋館のるすばんはどうしたらいいでしょう。すこしなやんでから、こふじさんにおねがいすることにし

ました。お家賃
やちん

は月
つき

に一度
いちど

その月らしい行事
ぎょうじ

をすること。それを手紙
てがみ

で報告
ほうこく

すること。こふじさんはどんな一年をすごすのでしょうか。

本屋さんのルビねこ
野中  柊∥著
松本  圭以子∥画

理論社 ９－０ ルビは本棚
ほんだな

に積
つ

もったほこりでした。ある日
ひ

、ひゅう！と風
かぜ

がふいて、ふわふわころころ転
ころ

がって、小
ちい

さな子
こ

ねこになりました。ねずみと間違
まちが

うくらい小さかったので、本屋
ほんや

の店主
てんしゅ

モシモさんは、子ねこに

「ルビ」という名前
なまえ

をつけました。（ルビは漢字
かんじ

などの上
うえ

に小さくふられたよみがなのこと）ルビは店
みせ

で図鑑
ずかん

を読
よ

んだり、魚屋
さかなや

のねこ「チップス」と出
で

会
あ

ったり、すてきな日
ひ

々
び

をすごします。

ぼくはネコのお医者さん
ネコ専門病院の日々

東　多江子／文 講談社 645 人は病気
びょうき

になったら病院
びょういん

にいきます。では動物
どうぶつ

はどうでしょうか。じつは動物のための病院があるのです。この本
ほん

はネコ専門
せんもん

の病院のおはなしです。ネコはどこが痛
いた

いか話
はな

してくれません。お医者
いしゃ

さんをこわ

がってひっかくこともあります。それでもお医者さんはネコを診察
しんさつ

し、病気をなおそうとします。

すてねこたちに未来を
小学校４年生の保護ねこ活動 菅  聖子∥著 汐文社 645 私

わたし

たちの身近
み ぢ か

にいる猫
ねこ

。世間
せ け ん

にはノラやまいご、飼
か

い主
ぬし

の事情
じじょう

で飼えなくなったなど、いろんな理由
り ゆ う

で住
す

む場所
ば し ょ

を失
うしな

ってしまった猫たちがいます。この本
ほん

ではそんな子
こ

たちを世話
せ わ

し続
つづ

けている小学校
しょうがっこう

４年生
ねんせい

の

女
おんな

の子
こ

の保護
ほ ご

活動
かつどう

が紹
しょう

介
かい

されています。1
いっ

匹
ぴき

でも多
おお

くの猫が幸
しあわ

せになれるよう、小さな命
いのち

を守
まも

る強
つよ

い気持
き も

ちがひしひしと伝
つた

わってきます。


